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  寒さに負けず一歩一歩 

～交流で深まる進級への自覚～ 

 暦の上では春を迎えますが、まだしばらくは厳しい寒さが続きそうです。そんな中、長休み

に行われる「走ろうタイム」が活気に満ちています。子どもたちは白い息を弾ませながら、誰

かと競うのではなく、自分のペースで走ることを楽しんでいます。寒さに負けず、着実に一歩

一歩を進める姿に、この一年間の心身のたくましい成長を感じずにはいられません。 

先日の「給食交流会」では、４年生のすばらしい姿が見られました。幼稚園・こども園の

年長さんを優しく迎え入れ、目線を合わせて丁寧に接する様子や絵本を読んであげる姿

は、とても頼もしかったです。また 2 月には、１年生が、来年度の新１年生と一緒に遊ぶ体

験入学も予定されています。つい先日まで教わる立場だった１年生が、今度は自分たちが

お兄さんお姉さんとなっておもてなしをする。こうした交流の輪を通して、子どもたちは進級

への自覚と自信を深めていくようです。 

今年度も残り二ヶ月となりました。一人ひとりが自身の歩みを振り返り、輝く笑顔で次の

一歩を踏み出せるよう、職員一同、温かく見守ってまいります。引き続き、保護者のみなさま

のご理解とご協力を賜りますようよろしくお願いいたします。 

 

〇給食試食会を行いました！ 

1月29日に行われたフリー参観の日にPTA保健委員会主催の

「給食試食会」を行いました。44名の方にご参加いただきました。

子どもたちと同じように配膳をしてから試食を開始しました。試食の

後、給食センターでの調理の様子の動画を見て、栄養士の村田先生のお話を聞きました。

参加した保護者の方からは、「おいしかった」「子どもが食べている給食がおいしくて安心し

た」「薄味で味付けがよかった」「衛生面にとても気をつけて調理してくれていることがわか

った」などの感想をいただきました。来年度もたくさんの方に試食していただき、給食のこと

を知っていただきたいと思います。 

家庭数配布 



１月のチヨスゴ（チヨダのスゴイとこ） 
 

○生い立ち（２年生）・マラソン（３年生）・１０歳の決意（４年生） 

 

○ 書写展（全学年） 

 
○ 走ろうタイム（全学年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

堂々とした態度で取り組んで

いました。 

 

自分の生い立ちやこれから

について発表しています。 

 

寒さに負けず、前向きに走

っています。 

 

１・２年生は硬筆の作品を

掲示しています。 

 

３～６年生は毛筆の作品を

掲示しています。 

 

１年生がたくさんの作品を

見て回っていました。

 

走る前の準備体操をして

います。 

 

音楽に合わせて一生懸命

走っています。 

 

 息を整えて、走ろうタイムは終
了です。よくがんばりました！ 

 

 
 

避難訓練（休み時間） 

 昼休みに地震が起こったという

想定で訓練をしました。運動場や

図書室、教室など様々な場所で過

ごしていた子どもたちが、校内放

送の指示を聞き、運動場へ避難し

ました。 



     

               

 

 

 

※２月１８日（水）に今年度と来年度の地区委員のみなさんが集まる地区委員新旧引継ぎ

会を行います。１３：００から体育館です。えんぴつ、消しゴムを持ってきてください。 

 

【３月の主な行事予定】  

4（水) 地区児童会 18（水）   卒業式 

 5（木） 集団登校（～11（水）まで） 23（月）   給食最終日（1～5 年） 

17（火） 給食最終日（6年） 24（火）   修了式 

日 曜 主要行事 下校時刻 日 曜 主要行事 下校時刻

1 日 15 日

2 月
長休み 走ろうタイム⑤

6限 ぐんぐん《3年》

123年14:50

456年15:40
16 月 6限 ぐんぐん《3年》

123年14:50

456年15:40

3 火
＜特別校時5h＞

5限 研究授業《2年3組》

2年3組以外

13:45

２年３組14:50

17 火 なかよし懇談会③
1年14:50

他15:40

4 水

＜通常5h＞

7:45 あいあい活動③

長休み 走ろうタイム⑥

全学年14:50 18 水
＜通常4h＞

13:00 PTA新旧地区委員会
全学年13:30

5 木

つぼみの会《6年》

昼休み わくわく遊び⑤

なかよし懇談会①

12年14:50

3～6年15:40
19 木

＜B校時＞

234限 食育指導《2年　2限2組3限1組

4限3組》

12年14:20

3～6年15:10

6 金
12年14:50

3～6年15:40
20 金 5限 出前授業【南海電鉄】《2年》

12年14:50

3～6年15:40

7 土 10:00～17:00 キッズアート展 21 土

8 日 10:00～17:00 キッズアート展 22 日

9 月 なかよし懇談会②
123年14:50

456年15:40
23 月 天皇誕生日

10 火 ＜特別校時5h＞ 全学年14:50 24 火 朝　見守り隊ありがとうの会
1年14:50

2～6年15:40

11 水 建国記念の日 25 水

＜通常6h＞

6限 委員会活動⑨（おためし）《5年》

なかよし懇談会④

1234年14:50

56年15:55

12 木

つぼみの会《5年》

6限 クラブ⑥（今年度最終）（3年見学）

色覚検査《2限4年2組 3限1組 4限3組》

12年14:50

３～6年15:55
26 木

つぼみの会《4年》

昼休み わくわく遊び⑥

12年14:50

3～6年15:40

13 金

＜B校時6h＞

新入生体験入学・保護者説明会

56限 環境紙芝居《5限5年　6限6年》

2年14:20

他15:10
27 金

12年14:50

3～6年15:40

14 土 算数検定 28 土



校長室だより 
「選挙」の話 あと12年後はみんなが有権者 

 先日のテレビ朝会で「選挙」の話をしました。国会議員を決める選挙で、国会には衆議院と参

議院があること、投票ができる人は１８歳以上の大人であることを伝えました。６年生は公民

の授業で少しだけ学習していますが、実際に興味を持っている人は少ないようです。しかし、

６年生は６年後、１年生でも１２年後には投票をする人になります。少しでも今から政治に興

味を持ってほしいと思い、難しい話でしたが伝えました。同時に行われる大阪府知事選挙につ

いても伝え、どちらの選挙も「今やる必要があるの」という声があることも伝えました。 

 先生たち大人は選挙で投票するときに「だれが一番信用できるのか」を判断するため、「それ

ぞれの意見をしっかり聞こうとすること」を大切にしていると伝え、難しいかもしれないけど

テレビや新聞で選挙のことを知ってほしいことも伝えました。 
 家庭でも「選挙」を話題にしてもらってこの人たちが何を言おうとしているのか教えてあげ

てほしいと思います。前回の衆議院選挙の投票率は約５４％でした。１２年後には１００％に

近づけるように子どもたちにも話をしてあげてほしいと思います。もちろん学校でもクラスで

も機会があれば話をしていきます。 
 ところで前回の参議院選挙では SNS が重要なツールとして話題になりました。真偽がわか

らない情報が広がり、何を信じてよいかわからない状況もありました。子どもたちは日頃から

デジタルの依存度が高い人ほど真偽がわからない情報におどらされているように感じています。 
 

「デジタル断ち」で落ち着いた生活へ 

 最近、SNS上で「暴行動画」なるものが広まっていて、ニュースでも取り上げられるように

なりました。暴行している様子を動画に撮ること自体、首をかしげてしまいます。実は、この実

態は一部の特別の子どもたちの様子ではありません。本校でもこれと似たような事案が起こっ

てしまっています。当該の子どもたちにはきちんと指導しました。今後、このようなことが起

こらないように当該の保護者の方とともに見守っていきます。 

 さて、デジタル依存が高い子どもはどうしても、おこりっぽくなったり、熟考することがで

きなくなったりする傾向があります。この一年は特にこの傾向がひどくなっていると感じてい

ます。逆に保護者の方の英断で「デジタル断ち」をした子どもは、落ち着いた生活になっている

ことも実感しています。また、不登校問題でもデジタル依存がセットになっている場合がほと

んどです。子どもと本当に向き合うためにはデジタル断ちを考える時期にきています。 
 

現実と向き合えないデジタル依存 

 年末恒例の M１グランプリ。ファイナルステージに進出したドンデコルテさんのネタ。デジ

タルデトックスの話で、ボケの渡辺さんが自分の置かれている状況と向き合いたくなくてスマ

ホを見ていて「コインがピカピカになる動画で一日過ごせる」と笑いをとっていました。大人

は一時的に現実逃避するために動画をみても依存状態にはなりませんが、子どもはそういうわ

けにはいきません。子どもはデジタル依存によって「現実と向き合えない」状況や「物事をしっ

かり考えられない」状況になっている場合が多いように感じています。 


